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○
人
事
委
員
会
規
則

　

職
員
の
地
域
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

石　
　
　

井　
　
　

久　
　
　

子　

大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　
　
　
職
員
の
地
域
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
員
の
地
域
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
地
域
は
、
」
の
下
に
「
宇
都
宮
市
並
び
に
」
を
加
え
る
。

　

第
三
条
第
六
号
中
「
六
級
地
」
の
下
に
「
宇
都
宮
市
及
び
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
の
地
域
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
規
定

は
、
令
和
元
年
五
月
二
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
四
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
大
分
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
委
託
し
た
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

受
託
者
の
住
所
及
び
名
称

　
　

大
分
市
大
津
町
二
丁
目
一
番
四
十
一
号

　
　
　

社
会
福
祉
法
人
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

会
長　

草　

野　

俊　

介

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
四
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

津
久
見
市
大
字
津
久
見
字
赤
木
七
二
七
三
番
二
九
五
、
七
二
七
三
番
四
三
九
、
七
二
七
三
番
四
四
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備



令
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元
年
五
月
二
十
四
日

二

大
分
県
報
（
告
示
）

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
赤
木
七
二
七
三
番
二
九
五
・
七
二
七
三
番
四
四
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部

　
　
　

分
に
限
る
。
）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
中
部
振
興
局
並
び
に
津
久
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
四
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
古
後
字
野
平
四
一
五
九
番
、
四
一
六
一
番
、
四
三
四
四
番
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県

西
部
振
興
局
並
び
に
玖
珠
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
四
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　

    

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区　
　

間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

一
般
国
道
五

〇
二
号

豊
後
大
野
市
清
川
町
臼
尾
字
岩
戸
四
六
五

番
一
地
内

前

メ
ー
ト
ル

三
三
・
二

　

～
二
四
・
八

メ
ー
ト
ル

　
　

一
七
六
・
二

豊
後
大
野
市
清
川
町
臼
尾
字
岩
戸
四
六
五

番
一
か
ら

豊
後
大
野
市
清
川
町
臼
尾
字
岩
戸
四
六
七

番
一
ま
で

後

三
六
・
八

　

～
二
四
・
八
　
　

一
七
六
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
四
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　

    

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区　
　

間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

備
考

中
津
市
山
国
町
守
実
字
持
溝

前

Ａ

メ
ー
ト
ル

　

七
六
・
八

　

～　

九
・
二

メ
ー
ト
ル

九
、
五
七
〇
・
五

上
記
Ａ

及
び
Ｂ

は
、
関

係
図
面



令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

三

大
分
県
報
（
告
示
・
選
管
委
告
示
）

一
般
国
道
二

一
二
号

九
八
一
番
四
地
先
か
ら

日
田
市
大
字
三
和
字
日
ノ
本

二
七
一
六
番
五
地
先
ま
で

後

Ａ

　

七
六
・
八　

　

～　

九
・
二

九
、
五
七
〇
・
五

に
表
示

す
る
敷

地
の
区

分
を
い

う
。

Ｂ

一
〇
〇
・
〇

　

～
一
二
・
〇

八
、
六
三
二
・
四

○
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す

る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

葊　

一　

政
党
の
支
部
（
一
以
上
の
市
町
村
の
区
域
等
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
る
支
部
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏

名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

立
憲
民
主
党
大
分
県

日
田
市
支
部

溝
口　

千
壽

浅
木　

重
行

日
田
市
京
町
八
二
―
二

平
三
一
・　

二
・
一
五

二　

そ
の
他
の
政
治
団
体

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体 

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏

名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

今
吉
次
郎
後
援
会

今
吉　

次
郎

梶
原　

あ
け

み

中
津
市
鷹
匠
町
九
〇
三
―
三

平
三
一
・　

三
・　

四

え
と
う
竜
一
郎
後
援

会

衞
藤　

竜
一

郎

姫
野　

慎
也

杵
築
市
大
字
守
江
六
六
三
―

一

平
三
一
・　

四
・
一
〇

大
分
県
こ
ど
も
・
保

育
政
治
連
盟

佐
藤　

成
己

池
田　

貴
士

大
分
市
大
津
町
二
―
一
―
四

一
大
分
県
総
合
社
会
福
祉
会

館
三
階

平
三
一
・　

二
・　

五

大
内
直
樹
後
援
会

中
村　

康
範

大
内　

隆

中
津
市
大
字
永
添
一
三
六
一

―
七

平
三
一
・　

二
・　

七

お
お
た
正
美
後
援
会

太
田　

正
美

太
田　

豊
美

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
二
四

二
五
―
二

平
三
一
・　

二
・　

五

梶
原
政
治
政
策
研
究

セ
ン
タ
ー

梶
原　

信
幸

高
山　

正
且

日
田
市
田
島
町
六
五
九
―
一

二

平
三
一
・　

一
・
二
三

梶
原
の
ぶ
ゆ
き
後
援

会

高
山　

正
且

権
藤　

聡
子

日
田
市
田
島
町
六
五
九
―
一

二

平
三
一
・　

一
・
二
三

河
野
け
ん
じ
ろ
う
後

援
会

河
野　

健
治

朗

南　

己

宇
佐
市
大
字
上
田
二
九
〇
―

三
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
上
田
Ａ
二

〇
二
号

平
三
一
・　

一
・
二
一

河
野
む
つ
お
後
援
会

中
野　

大
二

郎

河
野　

京
子

宇
佐
市
院
内
町
西
椎
屋
八
〇

八

平
三
一
・　

三
・　

八

菊
池
正
一
後
援
会

菊
池　

正
一

菊
池　

正
一

津
久
見
市
宮
本
町
八
―
一
〇

平
三
一
・　

三
・　

四

木
村
よ
し
ひ
さ
後
援

会

木
村　

栄
一

郎

木
村　

菜
央

杵
築
市
大
字
守
江
三
一
五
二

平
三
一
・　

一
・
二
五

く
ら
は
ら
ひ
で
き
後

援
会

倉
原　

英
樹

小
手
川　

俊

博

津
久
見
市
上
青
江
五
三
〇
六

―
三

平
三
一
・　

三
・
一
五

黒
川
た
つ
ろ
う
後
援

会

河
越　

康
秀

河
越　

美
峰

大
分
市
府
内
町
二
―
二
―
一

名
店
ビ
ル
二
階

平
三
一
・　

一
・
三
〇

五
友
会

宮
﨑　

陽
治

宮
﨑　

友
美

日
田
市
石
井
町
一
―
三
六
六

―
三

平
三
一
・　

二
・　

五

す
が
け
い
た
と
別
府

の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
会

管　

敬
太

管　

紘
子

別
府
市
浜
脇
一
―
三
―
三

平
三
一
・　

二
・　

四

髙
倉
貴
子
後
援
会

髙
倉　

和
一

郎

髙
倉　

輝
子

日
田
市
三
本
松
新
町
四
八
八

―
七

平
三
一
・　

四
・
一
二

高
橋
は
じ
め
後
援
会

高
橋　

肇

匹
田　

久
美

子

臼
杵
市
大
字
江
無
田
一
四
二

九
―
一
六

平
三
一
・　

一
・
二
五

土
居
昌
弘
後
援
会

土
居　

昌
弘

池
田　

浩

竹
田
市
挾
田
六
七
〇

平
三
一
・　

一
・
一
六



令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

四

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
）

時
枝
み
き
子
と
新
し

い
風
の
会

松
島　

幹
子

松
島　

幹
子

宇
佐
市
赤
尾
一
三
三

平
三
一
・　

一
・
一
〇

中
島
章
二
後
援
会

「
住
み
た
い
日
田
を

つ
く
る
会
」

梅
山　

忠
信

藤
本　

ゆ
か

り

日
田
市
港
町
八
―
六
四

平
三
一
・　

二
・　

四

長
野
信
子
後
援
会

諌
元　

正
枝

有
園　

敏
洋

日
田
市
丸
山
一
―
九
―
二
三

平
三
一
・　

一
・
二
一

原
田
裕
文
後
援
会

原
田　

裕
文

原
田　

勝
子

日
田
市
大
字
北
豆
田
七
二
四

―
一
六

平
三
一
・　

二
・
二
〇

日
田
世
界
戦
略
会
議

湯
浅　

総

佐
尾　

虎
太

郎

日
田
市
田
島
二
―
一
―
二
〇

光
第
二
ビ
ル
一
〇
一
号

平
三
一
・　

一
・
三
〇

細
井
良
則
後
援
会

細
井　

良
則

細
井　

将
太

玖
珠
郡
玖
珠
町
塚
脇
三
一
四

―
四

平
三
一
・　

二
・
二
六

本
田
哲
也
後
援
会

本
田　

哲
也

細
川　

慈
照

中
津
市
大
字
上
池
永
五
四
六

―
七
五

平
三
一
・　

一
・
二
五

松
尾
や
す
ひ
ろ
後
援

会

松
尾　

泰
宏

馬
見
塚　

栄

子

別
府
市
鶴
見
園
町
三
―
三

平
三
一
・　

四
・　

一

真
鍋
公
博
後
援
会

真
鍋　

公
博

真
鍋　

順
子

杵
築
市
大
字
片
野
五
七
九
―

六

平
三
一
・　

二
・　

一

丸
木
か
ず
や
後
援
会

丸
木　

一
哉

宮
﨑　

勝
浩

津
久
見
市
高
洲
町
三
八
二
〇

―
四
三

平
三
一
・　

四
・　

一

湯
浅
総
後
援
会

湯
浅　

総

佐
尾　

虎
太

郎

日
田
市
元
町
一
八
―
一
八
喜

安
屋
ビ
ル
一
Ｆ

平
三
一
・　

三
・
二
七

吉
田
や
す
ひ
で
後
援

会

吉
田　

泰
秀

吉
田　

実
香

宇
佐
市
大
字
長
洲
三
二
三
〇

―
二

平
三
一
・　

二
・
一
三

若
山
雅
敏
後
援
会

若
山　

雅
敏

若
山　

美
以

子

宇
佐
市
大
字
下
矢
部
一
一
五

〇

平
三
一
・　

二
・
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の

届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

葊　

一　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の
氏

名

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

自
由
民
主
党

大
分
県
た
ば

こ
販
売
支
部

宮
﨑　

正
基

代
表
者
の
氏

名

宮
﨑　

正
基

芦
原　

弘

平
三
〇
・
一
一
・
一
六

会
計
責
任
者

の
氏
名

西
山　

道
千
子

芦
原　

弘

自
由
民
主
党

大
分
市
鶴
崎

校
区
支
部

佐
藤　

祐
司

会
計
責
任
者

の
氏
名

甲
斐　

丈
雄

後
藤　

浩
明

平
三
一
・　

四
・　

九

自
由
民
主
党

大
分
市
東
大

分
校
区
支
部

中
田　

継
男

代
表
者
の
氏

名

中
田　

継
男

佐
藤　

薫

平
三
一
・　

一
・
一
〇

会
計
責
任
者

の
氏
名

佐
藤　

茂

中
田　

継
男

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
萩
原
三
―

一
九
―
三
〇

大
分
市
牧
上
町
一

九
―
一

自
由
民
主
党

香
々
地
支
部

堤　

俊
之

代
表
者
の
氏

名

堤　

俊
之

山
本　

博
文

平
三
一
・　

四
・
一
四

会
計
責
任
者

の
氏
名

垣
副　

謙
次

黒
田　

健
一

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

豊
後
高
田
市
香
々

地
四
〇
八
九

豊
後
高
田
市
香
々

地
三
五
八
〇

自
由
民
主
党

直
川
支
部

福
嶋　

勝
彦

代
表
者
の
氏

名

福
嶋　

勝
彦

戸
高　

寿
生

平
三
一
・　

一
・
二
〇

会
計
責
任
者

の
氏
名

市
野
瀬　

士
朗

芦
刈　

紀
生

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

佐
伯
市
直
川
大
字

横
川
一
一
三
一

佐
伯
市
直
川
大
字

仁
田
原
三
七
三
一

二　

そ
の
他
の
政
治
団
体



令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

五

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
）

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の
氏

名

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

明
日
の
大
分

市
を
創
る
会

門
脇　

雅
春

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
中
央
町
四

―
一
―
一
五
ヤ
ク

シ
ン
ジ
ビ
ル
二
Ｆ

大
分
市
中
央
町
四

―
一
―
一
五
ヤ
ク

シ
ン
ジ
ビ
ル
一
Ｆ

平
三
〇
・　

三
・　

五

穴
見
の
り
あ

き
後
援
会

穴
見　

憲
昭

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
中
島
東
三

―
三
―
三
五

大
分
市
中
島
東
一

―
一
―
二
エ
ム
ズ

中
島
二
〇
二

平
三
〇
・　

五
・
一
四

居
川
太
城
後

援
会

居
川　

太
城

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

日
田
市
天
瀬
町
出

口
四
九
三
―
一

日
田
市
北
友
田
一

―
一
三
五
九
―
二

七

平
三
〇
・　

五
・
一
一

上
田
と
お
る

後
援
会

上
田　

徹

会
計
責
任
者

の
氏
名

上
田　

由
美
子

黒
田　

美
紀

平
三
一
・　

二
・
二
〇

宇
佐
商
工
政

治
連
盟

渡
辺　

幹
雄

会
計
責
任
者

の
氏
名

河
合　

豊
彦

安
部　

光
二

平
三
一
・　

三
・
二
九

大
分
県
自
治

分
権
政
治
フ

ォ
ー
ラ
ム

佐
藤　

義
朗

会
計
責
任
者

の
氏
名

木
元　

麻
衣

工
藤　

沙
織

平
三
一
・　

三
・　

一

大
分
県
獣
医

師
連
盟

麻
生　

哲

政
治
団
体
の

名
称

大
分
県
獣
医
師
連

盟

大
分
県
獣
医
師
政

治
連
盟

平
三
一
・　

三
・
二
七

会
計
責
任
者

の
氏
名

神
田　

浩

三
重
野　

典
子

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
大
字
廻
栖

野
三
二
三
一
―
四

七

大
分
市
西
新
地
一

―
二
―
二
九

大
分
県
商
店

街
政
治
連
盟

林　

道
弘

会
計
責
任
者

の
氏
名

後
藤　

一
久

阿
南　

し
の
ぶ

平
三
〇
・　

三
・
三
一

大
分
県
土
地

家
屋
調
査
士

政
治
連
盟

小
手
川　

保

彦

会
計
責
任
者

の
氏
名

倉
本　

克
資

清
水　

増
夫

平
三
一
・　

三
・　

七

大
分
県
理
政

会

石
堂　

憲
次

代
表
者
の
氏

名

石
堂　

憲
次

戸
次　

榮
一

平
三
〇
・　

六
・　

一

大
分
交
通
労

組
交
通
政
策

研
究
会

宮
本　

勝
明

会
計
責
任
者

の
氏
名

古
川　

恵
三

利
根　

正
光

平
三
一
・　

二
・
二
八

大
分
市
管
工

事
業
政
治
連

盟

織
戸　

和
彦

代
表
者
の
氏

名

織
戸　

和
彦

西　

髙
治

平
三
一
・　

三
・
一
八

大
分
バ
ス
交

通
政
策
研
究

会

佐
藤　

満
宏

代
表
者
の
氏

名

佐
藤　

満
宏

姫
野　

正
二

平
三
一
・　

三
・　

五

会
計
責
任
者

の
氏
名

河
野　

勝
浩

藤
沢　

吉
行

大
分
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル

浦
野　

英
樹

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

平
三
〇
・
一
二
・
三
一

大
野
元
秀
後

援
会

大
野　

元
秀

会
計
責
任
者

の
氏
名

梶
原　

芳
満

藤
原　

善
和

平
三
一
・　

三
・
三
一

お
し
う
み
豊

後
援
会

鴛
海　
　

豊

会
計
責
任
者

の
氏
名

成
貞　

一
葊

山
田　

泰
憲

平
三
一
・　

三
・　

一

小
野
義
美
後

援
会

二
宮　

喜
一

代
表
者
の
氏

名

二
宮　

喜
一

田
辺　

節
士

平
三
一
・　

二
・
二
四

工
藤
健
次
後

援
会

工
藤　

健
次

会
計
責
任
者

の
氏
名

工
藤　

安
規
子

三
浦　

清
澄

平
三
〇
・　

一
・　

五

薫
風
会

内
田　

幸
男

代
表
者
の
氏

名

内
田　

幸
男

後
藤　

和
則

平
三
〇
・　

三
・
一
七

幸
福
実
現
党

日
田
後
援
会

坂
本　

伸
子

会
計
責
任
者

の
氏
名

上
田　

敦
子

竹
川　

信
彦

平
三
一
・　

三
・　

七

国
際
勝
共
連

合
大
分
県
本

部

麻
生　

和
雄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
新
川
町
二

―
六
―
一
三
―
二

〇
一

大
分
市
新
川
町
二

―
六
―
一
三
第
三

大
橋
コ
―
ポ
二
〇

一
号

平
三
一
・　

一
・
二
九



令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

六

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
）

古
手
川
正
治

後
援
会

戸
髙　

有
基

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

津
久
見
市
高
洲
町

二
一
―
五
板
井
ビ

ル

津
久
見
市
中
央
町

九
―
一
明
和
ビ
ル

平
三
一
・　

二
・　

一  

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

津
久
見
市
中
央
町

九
―
一
明
和
ビ
ル

津
久
見
市
高
洲
町

二
一
―
五
板
井
ビ

ル

平
三
一
・　

四
・　

八 

坂
本
イ
ツ
子

後
援
会

坂
本　

イ
ツ

コ

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

竹
田
市
大
字
入
田

一
八
〇

竹
田
市
大
字
会
々

二
四
六
五

平
三
一
・　

一
・　

一

佐
藤
樹
一
郎

後
援
会

佐
藤　

樹
一

郎

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
中
央
町
四

―
一
―
一
五
ヤ
ク

シ
ン
ジ
ビ
ル
二
Ｆ

大
分
市
中
央
町
四

―
一
―
一
五
ヤ
ク

シ
ン
ジ
ビ
ル
一
Ｆ

平
三
〇
・　

三
・　

五

政
治
結
社
憂

国
皇
志
塾

井
上　

秀
樹

会
計
責
任
者

の
氏
名

井
上　

秀
樹

阿
部　

琢
一
郎

平
三
一
・　

一
・　

一

税
理
士
に
よ

る
礒
崎
陽
輔

後
援
会

立
花　

賢
治

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
豊
町
二
―

三
―
四
税
理
士
法

人
森
会
計
事
務
所

内

大
分
市
豊
町
二
―

三
―
四
森
昭
人
税

理
士
事
務
所
内

平
三
〇
・　

九
・　

三

税
理
士
に
よ

る
衛
藤
征
士

郎
後
援
会

小
ケ
内　

和

義

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
豊
町
二
―

三
―
四
税
理
士
法

人
森
会
計
事
務
所

内

大
分
市
豊
町
二
―

三
―
四
森
昭
人
税

理
士
事
務
所
内

平
三
〇
・　

九
・　

三

高
橋
は
じ
め

後
援
会

高
橋　

肇

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

臼
杵
市
大
字
臼
杵

七
二
―
四
七

臼
杵
市
大
字
江
無

田
一
四
二
九
―
一

六

平
三
一
・　

四
・
一
五

高
野
良
信
後

援
会

高
野　

良
信

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

中
津
市
大
字
上
宮

永
一
二
〇
〇
―
七

中
津
市
大
字
下
宮

永
四
三
六
―
二

平
三
一
・　

三
・　

一

竹
内
さ
よ
み

を
支
援
す
る

会

渡
辺　

喜
八

郎

代
表
者
の
氏

名

渡
辺　

喜
八
郎

竹
内　

小
代
美

平
三
一
・　

三
・　

五

会
計
責
任
者

の
氏
名

平
野　

薫
則

竹
内　

小
代
美

ち
ぎ
ら
孝
之

後
援
会

千
木
良　

孝

之

会
計
責
任
者

の
氏
名

杉
尾　

修

横
山　

嘉
之

平
三
一
・　

二
・
一
八

永
松
か
お
る

後
援
会

永
松　

徳
章

代
表
者
の
氏

名

永
松　

徳
章

永
松　

敬
三

平
三
一
・　

四
・　

一

21
世
紀
の
大

分
を
創
る
会

髙
山　

泰
四

郎

政
治
団
体
の

名
称

21
世
紀
の
大
分
を

創
る
会

21
世
紀
の
大
分
を

創
る
会
（
広
瀬
勝

貞
後
援
会
）

平
三
一
・　

一
・
二
四

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
王
子
港
町

一
―
一
〇

大
分
市
城
崎
町
三

―
二
―
三
〇
井
上

ビ
ル
二
〇
二

日
本
製
鉄
大

分
労
働
組
合

政
治
活
動
委

員
会

上
村　

朝
雄

政
治
団
体
の

名
称

日
本
製
鉄
大
分
労

働
組
合
政
治
活
動

委
員
会

新
日
鐵
住
金
大
分

労
働
組
合
政
治
活

動
委
員
会

平
三
一
・　

四
・　

一

林
秀
明
後
援

会

林　

秀
明

会
計
責
任
者

の
氏
名

富
永　

ま
り

西
田　

修

平
三
一
・　

二
・　

六

日
田
市
医
師

連
盟

膳
所　

和
彦

会
計
責
任
者

の
氏
名

山
本　

亨

長
野　

浩
志

平
三
〇
・　

五
・
二
九

日
田
バ
ス
労

組
交
通
政
策

研
究
会

下
城　

実

代
表
者
の
氏

名

下
城　

実

梶
原　

高
志

平
三
一
・　

三
・
二
七

会
計
責
任
者

の
氏
名

渡
邉　

英
明

下
城　

実

別
府
商
工
連

盟

伊
藤　

秀
憲

会
計
責
任
者

の
氏
名

倉
原　

浩
志

堤　

健
一

平
三
一
・　

四
・　

一

丸
木
か
ず
や

後
援
会

丸
木　

一
哉

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

津
久
見
市
岡
町
二

―
一
五

津
久
見
市
高
洲
町

三
八
二
〇
―
四
三

平
三
一
・　

四
・
二
三

Ｕ
Ｓ
Ｕ
民
主

の
会

多
々
良　

哲

也

代
表
者
の
氏

名

多
々
良　

哲
也

桑
原　

伸
太
郎

平
三
〇
・
一
〇
・
一
九

会
計
責
任
者

の
氏
名

藤
内　

良
太

多
々
良　

哲
也

連
合
大
分
政

治
セ
ン
タ
ー

佐
藤　

義
朗

代
表
者
の
氏

名

佐
藤　

義
朗

森
迫　

信
夫

平
三
一
・　

三
・
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体



令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

七

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
）

の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

葊　

一　

政
党
の
支
部政

治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

自
由
民
主
党
大
分
県
大
分
市
第
七
支
部

油
布　

勝
秀

平
三
一
・　

三
・
二
五

二　

そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

あ
き
よ
し
邦
洋
後
援
会

秋
吉　

昭
一
郎

平
三
一
・　

三
・
一
八

岡
本
利
幸
政
治
経
済
研
究
所

岡
本　

利
幸

平
三
〇
・
一
二
・
三
一

河
崎
章
後
援
会

河
崎　

章

平
二
九
・　

四
・
二
八

く
に
ざ
ね
久
夫
後
援
会

國
実　

久
夫

平
三
一
・　

三
・
二
六

小
谷
栄
作
後
援
会

甲
斐　

英
宏

平
三
一
・　

四
・
二
四

後
藤
ま
さ
よ
し
後
援
会

後
藤　

政
義

平
三
一
・　

三
・
一
〇

こ
ん
ど
う
和
義
後
援
会

日
野　

副
之
介

平
三
一
・　

三
・
二
五

佐
藤
た
い
じ
後
援
会

佐
藤　

太
治

平
三
一
・　

二
・　

四

中
川
英
則
後
援
会

中
川　

英
則

平
三
〇
・
一
二
・
三
一

西
村
ま
さ
み
大
分
県
後
援
会

長
尾　

博
通

平
三
〇
・　

六
・
三
〇

広
沢
と
し
ゆ
き
後
援
会

松
岡　

太
喜
王

平
三
一
・　

四
・
二
二

藤
原
一
弘
後
援
会

小
野　

吉
美

平
三
〇
・
一
二
・
三
一

豊
勝
会

油
布　

勝
秀

平
三
一
・　

三
・
二
五

油
布
か
つ
ひ
で
総
合
後
援
会

津
田　

元
英

平
三
一
・　

三
・
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理

団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

葊　

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
（
代
表
者
）

の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の 

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

太
田　

正
美

大
分
県
議
会

議
員

お
お
た
正
美
後
援

会

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
二
四

二
五
―
二

平
三
一
・　

二
・　

一

梶
原　

信
幸

日
田
市
議
会

議
員

梶
原
政
治
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー

日
田
市
田
島
町
六
五
九
―
一

二

平
三
一
・　

一
・
二
三

菊
池　

正
一

津
久
見
市
議

会
議
員

菊
池
正
一
後
援
会

津
久
見
市
宮
本
町
八
―
一
〇

平
三
一
・　

三
・　

一

管　

敬
太

別
府
市
議
会

議
員

す
が
け
い
た
と
別

府
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
会

別
府
市
浜
脇
一
―
三
―
三

平
三
一
・　

二
・　

四

高
橋　

肇

大
分
県
議
会

議
員

高
橋
は
じ
め
後
援

会

臼
杵
市
大
字
江
無
田
一
四
二

九
―
一
六

平
三
一
・　

一
・
二
五

湯
浅　

総

日
田
市
長

日
田
世
界
戦
略
会

議

日
田
市
田
島
二
―
一
―
二
〇

光
第
二
ビ
ル
一
〇
一
号

平
三
一
・　

一
・
二
九

若
山　

雅
敏

宇
佐
市
議
会

議
員

若
山
雅
敏
後
援
会

宇
佐
市
大
字
下
矢
部
一
一
五

〇

平
三
一
・　

二
・　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資

金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

葊　

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た

者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く 

な
っ
た
年
月
日

河
崎　

章

河
崎
章
後
援
会

平
二
九
・　

四
・
二
八



令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

八

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
・
公
告
）

後
藤　

政
義

後
藤
ま
さ
よ
し
後
援
会

平
三
一
・　

三
・
一
〇

油
布　

勝
秀

豊
勝
会

平
三
一
・　

三
・
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資

金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

葊　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団

体
の
名
称

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

浦
野　

英
樹

大
分
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル

公
職
の
種
類

大
分
県
議
会
議
員

衆
議
院
議
員

平
三
〇
・
一
二
・
三
一

高
橋　

肇

高
橋
は
じ
め

後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

臼
杵
市
大
字
臼
杵

七
二
―
四
七

臼
杵
市
大
字
江
無

田
一
四
二
九
―
一

六

平
三
一
・　

四
・
一
五

丸
木　

一
哉

丸
木
か
ず
や

後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

津
久
見
市
岡
町
二

―
一
五

津
久
見
市
高
洲
町

三
八
二
〇
―
四
三

平
三
一
・　

四
・
二
三

○
公
　
　
　
　
　
告

　

大
分
県
食
の
安
全
・
安
心
推
進
条
例
（
平
成
十
七
年
大
分
県
条
例
第
十
九
号
）
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
ふ
ぐ
処
理
講
習
会
を
開
催
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

                                   　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

講
習
会
の
開
催
期
日
及
び
場
所

　

１　

開
催
日
時　

令
和
元
年
九
月
五
日
（
木
曜
日
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
前
九
時
二
十
五
分
ま
で
と
す
る
。

　

２　

開
催
場
所　

大
分
市
金
池
南
一
丁
目
五
番
一
号　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

二　

講
習
会
の
受
講
申
込
み
の
受
付
期
間
及
び
場
所

　

１　

受
付
期
間　

令
和
元
年
七
月
二
十
二
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）
ま
で

　

２　

受
付
場
所

　
　
　

次
の
表
に
掲
げ
る
一
般
社
団
法
人
大
分
県
食
品
衛
生
協
会
の
各
支
部

支　

部　

名

所　
　
　

在　
　
　

地

国
東
支
部

国
東
市
国
東
町
安
国
寺
七
八
六
番
地
一　

東
部
保
健
所
国
東
保
健
部
内

別
府
支
部

別
府
市
大
字
鶴
見
字
下
田
井
一
四
番
地
一　

東
部
保
健
所
内

速
見
支
部

速
見
郡
日
出
町
字
仁
王
山
三
五
三
一
番
地
二
四　

日
出
総
合
庁
舎
内

由
布
支
部

由
布
市
庄
内
町
柿
原
三
三
七
番
地
二　

中
部
保
健
所
由
布
保
健
部
内

臼
杵
支
部

臼
杵
市
大
字
臼
杵
字
洲
崎
七
二
番
地
三
四　

中
部
保
健
所
内

津
久
見
市
支
部

津
久
見
市
港
町
一
番
二
一
号　

津
久
見
商
工
会
議
所
内

佐
伯
支
部

佐
伯
市
向
島
一
丁
目
四
番
一
号　

南
部
保
健
所
内

豊
後
大
野
支
部

豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
九
三
四
番
地
二　

豊
肥
保
健
所
内

竹
田
支
部

竹
田
市
大
字
竹
田
字
山
手
一
五
〇
一
番
地
二　

竹
田
総
合
庁
舎
内

日
田
支
部

日
田
市
田
島
二
丁
目
二
番
五
号　

西
部
保
健
所
内

玖
珠
郡
支
部

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
塚
脇
一
三
七
番
地
一　

玖
珠
総
合
庁
舎
内

中
津
支
部

中
津
市
中
央
町
一
丁
目
一
〇
番
四
二
号　

北
部
保
健
所
内

宇
佐
支
部

宇
佐
市
大
字
法
鏡
寺
二
三
五
番
地
一　

宇
佐
総
合
庁
舎
別
棟
内

豊
後
高
田
支
部

豊
後
高
田
市
是
永
町
三
九
番
地　

北
部
保
健
所
豊
後
高
田
保
健
部
内

大
分
市
支
部

大
分
市
荷
揚
町
六
番
一
号　

大
分
市
保
健
所
内　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
二
年
度
大
分
県
立
農
業
大
学
校
農
学
部
の
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

募
集
定
員

　
　

六
十
人

二　

修
業
年
限



令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

九

大
分
県
報
（
公
告
）

　
　

二
年

三　

入
学
料

　
　

五
千
六
百
五
十
円　

四　

授
業
料

　
　

年
額　

十
一
万
八
千
八
百
円

五　

受
験
資
格

　
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　

１　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
二
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者

　

２　

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
条
の
規
定
に
該
当
す
る
者

六　

試
験
区
分

　

１　

推
薦
入
学
試
験

　

２　

一
般
入
学
試
験

七　

試
験
方
法

　

１　

筆
記
試
験

　

２　

面
接
試
験

八　

筆
記
試
験
の
科
目

　

１　

推
薦
入
学
試
験

　
　
　

必
須
科
目　

小
論
文
及
び
数
学
Ⅰ

　

２　

一
般
入
学
試
験

　
　
　

必
須
科
目　

国
語
総
合
及
び
数
学
Ⅰ

　
　
　

選
択
科
目　

生
物
基
礎
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
（
英
語
Ⅰ
）
、
農
業
と
環
境
の
う
ち
か
ら

　
　

一
科
目
選
択

九　

出
願
手
続

　
　

入
学
願
書
に
次
の
書
類
及
び
入
学
考
査
料
（
二
千
二
百
円
）
を
添
え
て
大
分
県
立
農
業
大
学
校
に
提
出

　

す
る
こ
と
。

　

１　

受
験
票

　

２　

最
終
学
校
の
調
査
書

　

３　

写
真
（
最
近
三
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
・
正
面
・
上
半
身
で
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
の
も
の
）
二
葉

　
　

（
裏
に
氏
名
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

　

４　

健
康
診
断
書
（
平
成
三
十
年
度
以
前
に
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
た
者
の
み
必
要
）

　

５　

履
歴
書
（
平
成
三
十
年
度
以
前
に
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
た
者
の
み
必
要
）

　

６　

推
薦
書
（
推
薦
入
学
試
験
受
験
者
の
み
必
要
）

　

７　

 

返
信
用
長
型
三
号
封
筒
（
三
百
九
十
二
円
（
切
手
料
金
改
定
時
は
改
定
後
の
当
該
料
金
）
切
手
を
貼

　
　

り
、
宛
先
を
明
記
し
、
「
農
学
部
入
学
試
験
受
験
票
在
中
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。
）

十　

願
書
受
付
期
間　

　

１　

推
薦
入
学
試
験

　
　
　

令
和
元
年
十
月
一
日
（
火
）
か
ら
同
月
十
五
日
（
火
）
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
同
日
の
消

　
　

印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。

　

２　

一
般
入
学
試
験

　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日
（
月
）
か
ら
同
年
十
二
月
十
六
日
（
月
）
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場

　
　

合
は
同
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。

十
一　

試
験
期
日

　

１　

推
薦
入
学
試
験

　
　
　

令
和
元
年
十
月
二
十
九
日
（
火
）
午
前
九
時
二
十
分
か
ら

　

２　

一
般
入
学
試
験

　
　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
三
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら

十
二　

試
験
場
所

　
　

豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
二
千
三
百
二
十
八
番
地
一

　
　
　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

十
三　

合
格
発
表

　

１　

推
薦
入
学
試
験

　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日
（
金
）
正
午
に
大
分
県
立
農
業
大
学
校
で
行
う
と
と
も
に
本
人
宛
て
通
知
す

　
　

る
。

　

２　

一
般
入
学
試
験

　
　
　

令
和
二
年
一
月
二
十
七
日
（
月
）
正
午
に
大
分
県
立
農
業
大
学
校
で
行
う
と
と
も
に
本
人
宛
て
通
知

　
　

す
る
。

十
四　

そ
の
他

　
　

受
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
大
分
県
立
農
業
大
学
校
教
務
課
（
電
話
〇
九
七
四
―
二
二
―
七
五

　

八
二
）
に
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
国
土

地
理
院
長
か
ら
基
本
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　



令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

一
〇

大
分
県
報
（
公
告
）

一　

作
業
の
種
類

　
　

基
本
測
量
（
一
等
磁
気
測
量
）

二　

作
業
の
地
域

　
　

竹
田
市

三　

作
業
の
期
間

　
　

令
和
元
年
五
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で


